令和8年度中堅教諭等資質向上研修必修１－１教科指導法研修会

教科指導法研修会（高校・英語）に関する課題について

担当講師：　蕨　知英　（山梨大学大学院総合研究部）

本研修会では、これからの英語科教育において求められる教科指導に関する資質・能力をさらに高めることを目標とします。先生方の日頃の授業を題材に、「なぜその授業がうまくいったのか」「なぜうまくいかなかったのか」「何にモヤモヤしているのか」について、感覚や経験だけで終わらせず、「問い」として言語化することを目指します。英語授業を振り返りながら、今後の指導のあり方について一緒に考えてみたいと思います。以下の課題をご準備のうえ、研修会にご参加ください。


課題１．　これまでに実施した英語の授業の中から、次のいずれかに当てはまる授業を一つ選んでください。
１．うまくいったが、なぜうまくいったのかが十分に説明できないモヤモヤした授業
２．うまくいかず、なぜうまくいかなかったのか十分に説明できないモヤモヤした授業
３．実践報告や研修会等の際に、何となくモヤモヤが残った自分の模擬授業

課題２．　課題１で選んだ授業について、簡単な授業の略案をA4用紙1枚で作成（両面印刷可）してください。印刷は、提出用と参加者の分の5部でお願いします。形式は自由ですが、授業後に気になった点や、検討したい点を含めて書いてください。
なお、使用した教科書の該当授業の単元最初のページから最後までを印刷（1部で結構です）し、他の教材とワークシートは可能な範囲で持参してください。


【当日の予定】
日　　　時：　令和8年9月15日（火）
研修場所：　山梨大学教育学部　Ｌ号館１階　ＬＣ-17教室
研修内容：　○持参していただいた授業実践をもとに、参加者同士で課題や改善策を共有する
　　　　　　　　〇教師と生徒の思考・行動・感情・望みから英語授業について振り返る
　　　　　　　　〇問いを立て、その問いへの答えにどうすれば近づけるか考える
連 絡 先：　研修当日までに質問等がございましたら、下記までご連絡ください。　　　　　　　　
山梨大学大学院総合研究部　蕨　知英　E-mail: t.warabi@yamanashi.ac.jp　　


